
国語科学習指導案 

                        

 

１ 日時・場所  平成１８年７月６日（木） 第５校時   教室 

２ 学年・組   第２学年３組（３２名）  

３ 単元名・教材名   書いて知らせよう（Ｂ書くこと、言語事項） 

            「かんさつ名人になろう」 

           （環境教育の内容：（３）人と自然 ア生き物とのふれあい） 

４ 単元目標  自分の育てている野菜をよく観察し、発見したことを読み手にわかるように書く。 

５ 単元の評価規準 

    評価の観点      評価規準 

国語への関心・意欲・態度 ○自分が育てているやさいの様子を詳しく観察し、発見し

たりしたことを身近な人に、わかりやすく伝えたり説明

したりしようとしている。 

書く能力 ○ 「かんさつのしかた」の視点ごとに必要な事柄を集めて

いる。 

○ 知らせたいことについて、簡単な組み立てを考えて書い

ている。 

言語についての知識・理解・技能 ○文の中での主語と述語との関係に注意して書いている。 

○書いた文を読み返し、間違いや漢字に直せるものを  

直している。 

  

６ 単元について 

（１） 環境教育と本単元 

生活科の「春やさいをそだてよう」や「虫や小どうぶつをかおう」「草花あそびをしよう」を

通して培ってきた自然に対する豊かな感受性や関心などをこの単元で生かすことができると考

える。かんさつ名人になることで、さらに自分たちが育てている野菜や生きものへの関心や知的

興味を高めていきたい。野菜嫌いの児童も少なからずいるが、大切に種まきから育ててきた野菜

を見つめ味わうことで命の大切さや食物を大切にする気持ちをも培っていきたい。 

 

（２）単元と児童の実態 

１年生から、さまざまな生き物を教室で飼い、また、いろいろな花や野菜を育ててきた。「ふ

きのとう」の学習の春探しで、フキノトウ、ヨモギ、スカンポ、ノビル、タンポポなどを実際に

見つけたり、また校庭の田んぼではオタマジャクシやヤゴを見つけて教室で飼ったりしている。 

前単元の「たんぽぽのちえ」で子どもたちは身近なたんぽぽに未知の要素があり、生き物のも

つ不思議さを読み取ってきた。そして、自分たちでたんぽぽについて発見したことや調べたこと

を「たんぽぽの本」にして身近な人に読んでもらい、感想をもらうことができた。 

生活科では、教室でたくさん飼っている生き物や、やさいに対して興味が育ってきている。ま

た、一人ひとり育てたい野菜の種をまき、マイ植木鉢で育て始め、生活科カードにも思い思いに

記録してきた。生活科の観察カードは１年生の頃から何十枚にもなり、それなりの長さの文が書

けるようになってきた。けれども、子どもたちのカードを見ると、たんぽぽの花といって黄色い

４枚の花びらを描いたり、ミニトマトの芽といって、アサガオのような丸い葉を描いたりしてい

る。この単元でいつもよりずっと野菜に近づいて見つめたり、触ってみたりすることなど「かん

さつのしかた」を学ぶことによって、それまで気づかなかったたくさんのことを発見するように

したい。また、短冊カードを並べ替えることでまとまりのある文章ができることや、文章を読み

返すことを習慣づけることで表記の間違いや文のねじれなどに気づくなど、文章を書く力を高め

ていきたい。 

本単元では生活科の「春やさいをそだてよう」で種から大切に育ててきた自分の野菜の観察を

行う。身近な人に自分が大切に育ててきた野菜について「ここまで大きくなったよ」と作文で知

らせるという形をとることで書く意欲を高めていきたい。 

 

 




